
日本付近で発生した主な被害地震 

 
             提供：気象庁 

最新の情報については「http://www.data.jma.go.jp/svd/eqev/data/higai/higai1996-new.html 」を参照 

（平成８年１月～１９年４月） 

http://www.data.jma.go.jp/svd/eqev/data/higai/higai1996-new.html


海溝型地震の長期評価（今後30年以内） 
2003 年発表 

 
 

提供：地震調査研究推進本部ＨＰ「http://www.jishin.go.jp/evaluation/long_term_evaluation/subduction_fault/」の図を一部加工 

最新の情報については「http://www.jishin.go.jp/evaluation/long_term_evaluation/lte_summary/」を参照 

根室沖 

M7.9 程度 30～40％ 

根室沖・十勝沖 

M7.1 程度 80％ 

 
三陸沖北部 

M8.0 前後 0.06～8％ 

M7.1～7.6 90%程度 

宮城県沖 

M7.5 前後 99％ 

 
茨城県沖 

M6.8 前後 90％ 

 
三陸沖～房総沖（海溝寄り） 

M8.2 前後 20％程度 

 
東海地震 M8.0 程度 

いつ起きてもおかしくない 

 
東南海地震 

M8.1 前後 60％ 

 
南海地震 

M8.4 前後 50％ 

 

秋田県沖 

M7.5 程度 3％程度 

北海道北西沖 

M7.8 程度 0.006～0.1％ 

佐渡島北方沖 

M7.8 程度 3～6％ 

安芸灘～伊予灘～豊後水道 

M7.6 前後 40％程度 

日向灘 M7.6 前後 10％ 

http://www.jishin.go.jp/evaluation/long_term_evaluation/subduction_fault/
http://www.jishin.go.jp/evaluation/long_term_evaluation/lte_summary/

